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  （百万円未満切捨て）
１．平成29年12月期の連結業績（平成29年１月１日～平成29年12月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 
  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年12月期 14,001 5.4 501 △18.3 683 13.2 411 13.0 
28年12月期 13,288 17.4 613 3.3 604 △0.5 363 20.8 

 
（注）包括利益 29年12月期 592 百万円 （153.5％）   28年12月期 233 百万円 （△18.2％） 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 
29年12月期 33.77 32.81 9.3 7.0 3.6 
28年12月期 30.21 29.96 9.0 6.6 4.6 

 
（参考）持分法投資損益 29年12月期 － 百万円   28年12月期 － 百万円 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
29年12月期 9,984 4,851 47.6 386.11 
28年12月期 9,414 4,220 43.9 342.97 

 
（参考）自己資本 29年12月期 4,750 百万円   28年12月期 4,128 百万円 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
  百万円 百万円 百万円 百万円 

29年12月期 △49 △10 △109 2,415 
28年12月期 441 △354 △177 2,585 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
28年12月期 － 0.00 － 8.00 8.00 96 26.5 2.4 
29年12月期 － 0.00 － 8.00 8.00 98 23.7 2.2 
30年12月期（予想） － 0.00 － 8.00 8.00   25.2   
 
 
３．平成30年12月期の連結業績予想（平成30年１月１日～平成30年12月31日） 
  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 6,500 △7.3 200 △14.5 200 △49.1 120 △49.8 9.75 

通期 13,600 △2.9 610 21.8 610 △10.7 390 △5.1 31.70 

 
 



※  注記事項 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名） 
 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無 
②  ①以外の会計方針の変更              ：無 
③  会計上の見積りの変更                ：無 
④  修正再表示                          ：無 

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年12月期 13,410,297 株 28年12月期 13,410,297 株 
②  期末自己株式数 29年12月期 1,105,536 株 28年12月期 1,371,692 株 

③  期中平均株式数 29年12月期 12,171,494 株 28年12月期 12,038,774 株 

 
 
（参考）個別業績の概要 
平成29年12月期の個別業績（平成29年１月１日～平成29年12月31日） 
（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
29年12月期 10,500 3.7 128 △31.3 372 76.3 243 142.9 
28年12月期 10,125 24.5 186 △13.1 211 △21.2 100 13.8 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 
29年12月期 19.98 19.64 
28年12月期 8.31 8.25 

 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
29年12月期 7,685 3,673 47.7 297.89 
28年12月期 7,321 3,254 44.4 269.81 

 
（参考）自己資本 29年12月期 3,665 百万円   28年12月期 3,248 百万円 
 
※  決算短信は監査の対象外です。 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．経営成績等の概況

(1）経営成績に関する分析

（当期の経営成績） 

当連結会計年度の我が国経済は、北朝鮮の核・ミサイル問題など不安材料は多かったものの、世界経済全体の回

復基調に乗って、緩やかな回復を続けました。

国内ＩＴ投資は、金融関連、自動車関連を中心に引き続き堅調に推移しましたが、一方でＩＴ業界全体の人材不

足も深刻化の度合いを深めました。 

このような中、当社グループは戦略施策として以下の施策を実施いたしました。これらの施策は将来に向けた事

業基盤の強化を目的としておりますが、特に新しい技術分野、成長分野において大きく貢献するものと期待してお

ります。 

①豊田通商株式会社と資本業務提携契約を締結し、豊田通商グループのコアパートナーに就任 

②ＳＢＩホールディングス株式会社との技術協力の合意を背景に、ブロックチェーン活用や仮想通貨取引所など

ＳＢＩグループ各社が推進するＦｉｎＴｅｃｈ事業への開発支援を開始 

③株式会社アックスへの資本参加等により、自動運転やＡＩ（人工知能）等の分野におけるビジネス拡大のため

の体制を強化 

また、ストック型ビジネスにおける強化戦略・専門特化戦略の点では、以下のように提供ソリューションを強

化・拡大することができました。 

①クラウドサービスの名称を「Ｆｌｅｅｋｄｒｉｖｅ」・「Ｆｌｅｅｋｆｏｒｍ」に改め、新サービス「Ｆｌｅ

ｅｋｆｏｒｍ給与」をリリース 

②株式会社イー・アイ・ソルにおいて、ＩｏＴ分野の新製品として「ＥＩ－Ｔｈｅｒｍｏ」を開発・販売、ま

た、山岳トンネル工事の安全管理と省エネルギー化を連動させるエネルギーマネジメントシステム「ＴＵＮＮ

ＥＬ ＥＹＥ」における環境制御システムについて特許を取得し、更に国内初の伸縮ダクトを含めた全自動最

適化システムにバージョンアップ 

③ＩｏＴ分野における見守りサービス「いまイルモ」とＮＥＣプラットフォームズ株式会社の「ＰａＰｅＲｏ 

ｉ」を組み合わせた新しい見守り支援サービス「いまイルモＰａＰｅＲｏ ｉ」を開発・販売 

④中央職業能力開発協会（ＪＡＶＡＤＡ）が取り組む「若年技能者人材育成支援等事業」を落札し、ロボット事

業に参画 

 

当連結会計年度の売上高につきましては、主力事業であるソフトウェア開発事業において、長期・優良な案件の

確保に努めるとともに、ニアショア開発拠点の開拓など優良な開発リソースの確保に注力し成果を上げたことで、

前年度比5.4％増の14,001百万円を達成いたしました。 

セグメント別では、主業務であるソフトウェア開発事業の外部顧客への売上高は、クレジット、サービサー、生

損保、投資顧問等の金融業向け、自動車メーカー向け、通信業向け等でのＳＩ／受託開発業務、開発コンサルタン

ト業務が伸び、同5.6%増の13,693百万円となりました。 

デジタルサイネージ事業の外部顧客への売上高は、同5.1%減の307百万円となりました。 

 

損益面では、生損保、投資顧問、通信業等向けの業務系ソフトウェア開発、自動運転関連を含む製造業向けシス

テム開発支援、組込み系ソフトウェア開発などが好調で、特にグループ会社においては、各社が持つ高い技術力、

ユニークなサービスを活かし、今年も設立来最高益を達成、更新した会社が複数社あるなど、全体を通して好調な

一年となりました。一方、本体の金融業向け受託開発の一部に不採算プロジェクトが発生し、その結果、売上総利

益は同1.3%増の2,489百万円に止まりました。 

販売費及び一般管理費は、要員確保のための採用費増、ストック型ビジネス拡大のための広告宣伝費増、グルー

プ会社の業容拡大に合わせた内部管理体制強化のコスト増等により同7.8%増の1,987百万円となり、その結果、営

業利益は同18.3%減の501百万円となりました。 

経常利益は営業外収益として投資事業組合運用益142百万円の計上があり、同13.2%増の683百万円となり、法人

税等251百万円を控除した親会社株主に帰属する当期純利益は同13.0%増の411百万円となりました。 

 

（今後の見通し） 

平成30年度は、ＳＩビジネスの分野において、引き続き開発リソースの強化・確保に努めるとともに、金融業、

製造業などの優良案件への傾斜度を強めることで、売上・収益の安定的な拡大を図ります。ストック型ビジネスに

おいては、ＳＩビジネスに並ぶ収益事業化を目指し、顧客基盤の一層の拡充を図ります。また、これら既存のビジ

ネスに加え、当社グループ全体で取り組んでいる「ＦｉｎＴｅｃｈ」、「ＡＩ」、「ＩｏＴ」、「自動運転」など

の新しい分野において積極的にビジネスを推進し、グループの総力を挙げて企業価値向上に努めてまいります。

これらにより、売上高は当期実績を上回る見通しですが、不採算プロジェクトの影響が残ることが予想されるた

め、第２四半期連結累計期間の業績は、売上高6,500百万円、営業利益200百万円、経常利益200百万円、親会社株
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主に帰属する四半期純利益120百万円、通期業績は、売上高13,600百万円、営業利益610百万円、経常利益610百万

円、親会社株主に帰属する当期純利益390百万円となる見通しです。

株主に対する平成30年12月期の利益配当金につきましては、第２四半期末は内部留保に充てることとし、期末に

つきましては配当性向を考慮し、業績に応じた配当とする方針から８円とする予定です。

 

（中期経営計画等の進捗状況） 

当連結会計年度を初年度とする中期計画（平成29年12月期～平成31年12月期）においては、基本方針として１）

経営基盤の強化、２）本業であるＳＩビジネスの競争力強化、３）ストック型ビジネスの強化・拡大、４）海外マ

ーケットの開拓をテーマとして推進してまいりました。

本年度における中期経営計画における各テーマの進捗状況は次のとおりです。 

１）経営基盤の強化 

豊田通商株式会社との資本業務提携契約の締結、ＳＢＩホールディングス株式会社との技術協力の合意な

どの施策により、業務上の新規展開や業務提携等の面でのプラス効果により、経営基盤の強化を図ることが

できました。 

２）本業であるＳＩビジネスの競争力強化 

人材不足の打開策としてニアショア拠点の開発の一環として、ニューイング・ソフト株式会社との資本業

務提携契約の締結を行い、リソース確保の面で成果を挙げることができました。

非価格競争力の強化については、引き続き専門特化戦略を推進しており、特にグループ会社において、製

造業向けモデル化支援、機能安全化支援などのコンサルティングサービスの高い技術力を活かした、先進的

なソリューションの提供や、計測系技術を活かしたＩｏＴソリューションが引き続き好評であり、適用分野

の広がりとともに新たな顧客の開拓が進みました。

３）ストック型ビジネスの強化・拡大 

安定的な収益を狙いとするストック型ビジネスとして注力しているクラウドビジネスの名称を「Ｆｌｅｅ

ｋｄｒｉｖｅ」・「Ｆｌｅｅｋｆｏｒｍ」に改め、新サービス「Ｆｌｅｅｋｆｏｒｍ給与」をリリースし、

業務向けサービスの展開を始めました。ＩｏＴ分野における見守りサービス「いまイルモ」についても、Ｎ

ＥＣプラットフォームズ株式会社の「ＰａＰｅＲｏ ｉ」を組み合わせた新しい見守り支援サービス「いま

イルモＰａＰｅＲｏ ｉ」の開発・販売を始め、事業拡大に向けて大きな成果を上げることができました。 

４）海外マーケットの開拓

グループ会社の自動車教習所向けソリューション業務において、ベトナムにおける自動車教習所事業等に

ついて日本との差異分析を行い、同地でのビジネス展開に向けたステップを進めました。また、クラウドビ

ジネスである「Ｆｌｅｅｋｄｒｉｖｅ」・「Ｆｌｅｅｋｆｏｒｍ」についても、ＡＳＥＡＮ諸国への展開を

図るための準備を行いました。 

 

当社では、中期計画は毎年、事業環境の変化等を踏まえて見直し（ローリング）を行っています。平成30年12月

期からの中期計画に関しましては補足説明資料にてお知らせいたします。 

 

（目標とする経営指標の達成状況） 

当社グループでは、ＳＩビジネスとストック型ビジネスの収益比率を50：50とすることを目標としていますが、

当連結会計年度においては、ＳＩビジネスの収益が依然大半を占める状況にあり、引き続きストック型ビジネスの

拡大を図ってまいります。

 

 

(2）財政状態に関する分析 

（資産）

当連結会計年度末における総資産は、流動資産が594百万円増加し、固定資産が23百万円減少したことによ

り、前連結会計年度末に比べ570百万円増加し9,984百万円となりました。

流動資産は6,092百万円となり、前連結会計年度末に比べ594百万円増加いたしました。これは主に法人税等の

支払及び剰余金の配当等に伴い現金及び預金が減少した一方で、売上高の増加に伴い受取手形及び売掛金が増加

したことによるものであります。 

固定資産は3,892百万円となり、前連結会計年度末に比べ23百万円減少いたしました。これは主にのれん償却

に伴いのれんが減少したことによるものであります。 

（負債） 

当連結会計年度末における負債は、流動負債が126百万円減少し、固定負債が66百万円増加したことにより、

前連結会計年度末に比べ60百万円減少し5,133百万円となりました。
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流動負債は2,818百万円となり、前連結会計年度末に比べ126百万円減少いたしました。これは主に借入金の返

済を進めたことに伴い短期借入金、１年内返済予定の長期借入金が減少した一方で、課税所得の増加に伴い未払

法人税等が増加したことによるものであります。 

固定負債は2,314百万円となり、前連結会計年度末に比べ66百万円増加いたしました。これは主に借入金の返

済を進めたことに伴い長期借入金が減少した一方で、要引当額により退職給付に係る負債が増加したことによる

ものであります。

（純資産） 

純資産は、株主資本が448百万円増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ631百万円増加し4,851百万

円となりました。 

株主資本は、自己株式の処分に伴い資本剰余金が増加ならびに自己株式が減少しております。また、親会社株

主に帰属する当期純利益の計上により利益剰余金が増加しております。 

その他の包括利益累計額は、時価の上昇に伴いその他有価証券評価差額金が増加しております。 

以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度の43.9％から47.6％と上昇しました。 

 

（キャッシュ・フローの状況）

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度に比べ169百万

円減少し、当連結会計年度末残高は2,415百万円となりました。主な要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における営業活動の結果支出した資金は49百万円（前連結会計年度は441百万円の収入）と

なりました。これは主に税金等調整前当期純利益、減価償却費、売上債権の増減額、法人税等の支払額による

ものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度における投資活動の結果支出した資金は10百万円（前連結会計年度は354百万円の支出）と

なりました。これは主に無形固定資産の取得による支出、投資有価証券の償還による収入、投資事業組合から

の分配による収入によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度における財務活動の結果支出した資金は109百万円（前連結会計年度は177百万円の支出）と

なりました。これは主に長期借入れによる収入、長期借入金の返済による支出、自己株式の売却による収入、

配当金の支払額によるものであります。

 

 キャッシュ・フロー関連指標の推移

  平成26年12月期 平成27年12月期 平成28年12月期 平成29年12月期

自己資本比率（％） 38.9 44.0 43.9 47.6

時価ベースの自己資本比率

（％）
70.7 71.5 69.1 171.2 

キャッシュ・フロー対有利

子負債比率（年）
3.8 3.0 4.2 △34.1 

インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ（倍）
26.5 33.3 27.7 △3.6 

(注) 自己資本比率：自己資本/総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額/総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債/営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー/利払い

※ 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

※ 営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動のキャッシュ・フローを使用しておりま

す。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象として

おります。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。
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２．企業集団の状況

当社グループは、当社の外、特定業務への特化子会社群で構成されております。

当社は、金融業界や情報・通信業界などに向けたＳＩ／受託開発業務、それに付随・関連したアウトソーシング業

務、パッケージシステムやクラウドサービス、ＩｏＴソリューションの開発・販売などのソリューション業務、機器

販売業務などのソフトウェア開発事業を行っています。

子会社についても、ソフトウェア開発事業またはデジタルサイネージ事業を行っており、その概要は以下の通りで

す。

（ソフトウェア開発事業-業務系受託ソフトウェア開発-コンサルティング業務） 

㈱インフィニットコンサルティングは、システム開発の上流工程(企画立案)におけるコンサルティングサービスを

体系化し、ＩＴ戦略立案・企画支援、ＩＴトランスフォーメーション支援、プロジェクトマネージメント支援、ＩＴ

部門育成・強化支援などのサービスを提供しております。 

（ソフトウェア開発事業-業務系受託ソフトウェア開発-開発業務） 

㈱エフ・エフ・ソルは、銀行向けのソリューション事業を得意分野とし、ソフトウェア受託開発、オープン系パッ

ケージソフトの開発、販売その他サービスなどを行う、銀行系に特化した子会社です。また、ノンプログラミングに

よる超高速開発を推進しており、高速開発ツール「Ｗａｇｂｙ」の販売、導入支援を行っており、更に「Ｗａｇｂ

ｙ」を使った開発も行っております。 

㈱コアネクストは、投資顧問業向けなど、証券バイサイドの業務システムの開発・保守等を行っております。ま

た、ソリューション販売の一環として、高速開発ツール「ＧｅｎｅＸｕｓ」の販売、導入支援を行っており、更に

「ＧｅｎｅＸｕｓ」を使った開発も行っております。

㈱アスウェアはクラウド関連ニーズの増加などに対応し、ＩＣＴインフラの企画・構築・保守等に特化した業務を

行っております。

㈱ｔｅｃｏは、ウェブマーケティングに関する各種コンサルティングを体系化し、ウェブマーケティング戦略支

援、リスティング広告運用管理支援、ウェブサイト改善支援、ウェブマーケティング分析支援などのサービス提供、

各種ウェブサイトの開発・運用保守等の一連のサービスをワンストップで提供しております。 

（ソフトウェア開発事業-業務系ソリューションサービス） 

㈱ノイマンは、全国の自動車教習所に対し、教習ソフトである「ＭＵＳＡＳＩ」や「Ｎ－ＰＬＵＳ」、予約配車な

どの基幹業務をサポートする自動車教習所システム、ＣＲＭシステムである「Ｎ－ＣＡＳ」などの各種ソリューショ

ンを提供しております。また、国内で培ったソリューションサービスの知見を活用し、今後大きく発展する可能性の

高いベトナムに海外進出を行い、事業展開の準備を行っております。また、教習所向け教習ソフトのノウハウを活か

し、小・中学生を中心に基礎学力向上を実現するeラーニングサービス「ＫＯＪＩＲＯ」も提供しております。 

アセアン・ドライビングスクール・ネットワーク合同会社は、㈱ノイマンの子会社であり、ベトナムの自動車教習

所事業への投資を通して、ノイマンの各種ソリューションをベトナムに展開するための支援を行います。 

（ソフトウェア開発事業-組込系コンサルティング業務）

㈱エクスモーションは、ソフトウェアエンジニアリングのコンサルティングファームで、自動車メーカーや医療機

器メーカー等の製品に組み込まれる制御ソフトウェアの開発現場に、ソフトウェアエンジニアリングを活用した実践

的なコンサルティングを提供しています。今後の自動車における革命ともみなされる、自動運転技術の分野にも携わ

っております。

（ソフトウェア開発事業-組込系開発業務・ソリューションサービス） 

㈱イー・アイ・ソルは、組込・制御・計測関連分野におけるソリューション業務に特化した子会社です。半導体メ

ーカー、通信制御システム技術ベンダー、計測機器メーカー等に向けた組込・制御・計測関連ソフトの開発、販売、

その他サービス業務を行っております。また、「計測データの見える化」をキーワードに、独自に開発したリアルタ

イム音源可視化／音源探査装置やリアルタイム熱画像解析ソフトウェア等のソリューション提供、ＩｏＴを用いたト

ンネル工事のエネルギーマネジメントシステム「ＴＵＮＮＥＬ ＥＹＥ（トンネルアイ）」を開発・提供するなど、

各社から高い評価を受けております。

（デジタルサイネージ事業）

㈱インターディメンションズは、商業施設やアミューズメント施設、学校、官公庁等向けに、映像・音響システム

やセキュリティシステム等の設計・導入・保守を展開するほか、ディスプレイ、映像配信システムを活用したデジタ

ルサイネージ及び映像コンテンツ制作を展開しております。

 

  主な事業の系統図は、次の通りであります。 
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                                          平成29年12月31日現在 
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３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏しい

ため、会計基準につきましては、日本基準を適用しております。
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４．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
 

    (単位：千円) 

  前連結会計年度 
(平成28年12月31日) 

当連結会計年度 
(平成29年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,636,279 2,416,765 

受取手形及び売掛金 2,465,432 3,119,768 

たな卸資産 262,708 375,061 

繰延税金資産 23,179 29,213 

その他 111,679 152,196 

貸倒引当金 △992 △330 

流動資産合計 5,498,287 6,092,675 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 311,997 327,390 

減価償却累計額 △272,906 △279,882 

建物及び構築物（純額） 39,090 47,507 

機械装置及び運搬具 98,352 98,498 

減価償却累計額 △82,767 △85,857 

機械装置及び運搬具（純額） 15,584 12,641 

工具、器具及び備品 117,967 138,048 

減価償却累計額 △96,637 △106,268 

工具、器具及び備品（純額） 21,329 31,779 

土地 462,932 462,932 

リース資産 22,422 22,422 

減価償却累計額 △7,161 △10,964 

リース資産（純額） 15,261 11,458 

有形固定資産合計 554,200 566,320 

無形固定資産    

のれん 187,000 143,000 

電話加入権 1,841 1,841 

ソフトウエア 963,067 948,970 

その他 199 148 

無形固定資産合計 1,152,109 1,093,959 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,446,952 1,323,167 

長期貸付金 2,023 1,298 

繰延税金資産 489,026 438,909 

その他 271,930 481,019 

貸倒引当金 － △12,394 

投資その他の資産合計 2,209,932 2,232,000 

固定資産合計 3,916,242 3,892,280 

資産合計 9,414,529 9,984,955 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成28年12月31日) 
当連結会計年度 

(平成29年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 647,807 619,149 

短期借入金 962,000 926,000 

1年内返済予定の長期借入金 508,228 430,322 

未払費用 233,426 225,194 

リース債務 4,107 4,107 

未払法人税等 133,987 205,057 

その他 455,616 408,649 

流動負債合計 2,945,172 2,818,480 

固定負債    

長期借入金 353,898 323,183 

リース債務 12,375 8,268 

退職給付に係る負債 1,643,912 1,731,420 

役員退職慰労引当金 195,676 207,481 

その他 43,025 44,644 

固定負債合計 2,248,887 2,314,996 

負債合計 5,194,060 5,133,477 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,494,500 1,494,500 

資本剰余金 1,699,803 1,734,862 

利益剰余金 1,392,578 1,707,287 

自己株式 △511,420 △412,424 

株主資本合計 4,075,461 4,524,225 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 155,395 303,069 

退職給付に係る調整累計額 △101,961 △76,344 

その他の包括利益累計額合計 53,434 226,724 

新株予約権 6,909 8,767 

非支配株主持分 84,664 91,760 

純資産合計 4,220,469 4,851,478 

負債純資産合計 9,414,529 9,984,955 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
 

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年12月31日) 

売上高 13,288,430 14,001,456 

売上原価 10,831,044 11,512,379 

売上総利益 2,457,385 2,489,077 

販売費及び一般管理費    

役員報酬 386,750 423,221 

給料及び手当 481,256 528,916 

賞与 104,344 96,699 

法定福利費 119,773 125,685 

地代家賃 97,089 103,723 

退職給付費用 25,209 25,608 

役員退職慰労引当金繰入額 23,859 24,012 

支払手数料 101,571 116,969 

のれん償却額 33,000 44,000 

貸倒引当金繰入額 737 11,732 

その他 470,403 487,386 

販売費及び一般管理費合計 1,843,995 1,987,957 

営業利益 613,390 501,119 

営業外収益    

受取利息 11,658 11,345 

受取配当金 7,169 7,831 

デリバティブ評価益 － 15,670 

投資事業組合運用益 － 142,987 

その他 12,757 22,565 

営業外収益合計 31,585 200,400 

営業外費用    

支払利息 17,014 14,520 

デリバティブ評価損 14,702 － 

投資事業組合運用損 7,903 － 

その他 1,093 3,225 

営業外費用合計 40,713 17,746 

経常利益 604,262 683,773 

特別利益    

固定資産売却益 － 169 

特別利益合計 － 169 

特別損失    

固定資産除却損 383 16 

投資有価証券評価損 － 18,974 

特別損失合計 383 18,991 

税金等調整前当期純利益 603,879 664,951 

法人税、住民税及び事業税 209,699 278,983 

法人税等調整額 30,642 △27,886 

法人税等合計 240,341 251,097 

当期純利益 363,537 413,854 

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に

帰属する当期純損失（△） 
△128 2,836 

親会社株主に帰属する当期純利益 363,665 411,017 
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（連結包括利益計算書）
 

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年12月31日) 

当期純利益 363,537 413,854 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △68,119 153,028 

為替換算調整勘定 △2,108 － 

退職給付に係る調整額 △59,561 25,616 

その他の包括利益合計 △129,789 178,645 

包括利益 233,747 592,500 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 239,911 584,307 

非支配株主に係る包括利益 △6,164 8,192 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自平成28年１月１日 至平成28年12月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 1,494,500 1,699,500 1,089,107 △511,284 3,771,823 

当期変動額           

剰余金の配当     △60,194   △60,194 

親会社株主に帰属する当期純利益     363,665   363,665 

自己株式の取得       △135 △135 

連結子会社の増資による持分の増
減   280     280 

連結子会社株式の取得による持分
の増減   21     21 

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）           

当期変動額合計 － 302 303,471 △135 303,637 

当期末残高 1,494,500 1,699,803 1,392,578 △511,420 4,075,461 

 

               

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 非支配株主
持分 

純資産合計 
  

その他有価
証券評価差
額金 

為替換算調整
勘定 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包
括利益累計
額合計 

当期首残高 218,159 1,428 △42,400 177,188 6,231 86,246 4,041,488 

当期変動額               

剰余金の配当             △60,194 

親会社株主に帰属する当期純利益             363,665 

自己株式の取得             △135 

連結子会社の増資による持分の増
減             280 

連結子会社株式の取得による持分
の増減             21 

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額） 

△62,763 △1,428 △59,561 △123,753 678 △1,582 △124,657 

当期変動額合計 △62,763 △1,428 △59,561 △123,753 678 △1,582 178,980 

当期末残高 155,395 － △101,961 53,434 6,909 84,664 4,220,469 
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当連結会計年度（自平成29年１月１日 至平成29年12月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 1,494,500 1,699,803 1,392,578 △511,420 4,075,461 

当期変動額           

剰余金の配当     △96,308   △96,308 

親会社株主に帰属する当期純利益     411,017   411,017 

自己株式の取得       △461 △461 

自己株式の処分   35,059   99,457 134,517 

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）           

当期変動額合計 － 35,059 314,709 98,995 448,764 

当期末残高 1,494,500 1,734,862 1,707,287 △412,424 4,524,225 

 

             

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 非支配株主
持分 

純資産合計 
  

その他有価
証券評価差
額金 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包
括利益累計
額合計 

当期首残高 155,395 △101,961 53,434 6,909 84,664 4,220,469 

当期変動額             

剰余金の配当           △96,308 

親会社株主に帰属する当期純利益           411,017 

自己株式の取得           △461 

自己株式の処分           134,517 

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額） 

147,673 25,616 173,290 1,858 7,096 182,244 

当期変動額合計 147,673 25,616 173,290 1,858 7,096 631,009 

当期末残高 303,069 △76,344 226,724 8,767 91,760 4,851,478 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書
 

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 603,879 664,951 

減価償却費 253,743 312,390 

のれん償却額 33,000 44,000 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 23,556 11,804 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 82,770 124,430 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 737 11,732 

受取利息及び受取配当金 △18,828 △19,177 

支払利息 17,014 14,520 

デリバティブ評価損益（△は益） 14,702 △15,670 

投資事業組合運用損益（△は益） 7,903 △142,987 

投資有価証券評価損益（△は益） － 18,974 

固定資産除却損 383 16 

固定資産売却損益（△は益） － △169 

売上債権の増減額（△は増加） △509,947 △654,336 

たな卸資産の増減額（△は増加） 32,265 △112,353 

仕入債務の増減額（△は減少） 58,981 12,325 

未払消費税等の増減額（△は減少） 10,287 △36,121 

その他 41,391 △75,255 

小計 651,842 159,076 

利息及び配当金の受取額 18,668 19,013 

利息の支払額 △15,950 △13,834 

法人税等の支払額 △213,205 △213,913 

営業活動によるキャッシュ・フロー 441,354 △49,656 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

投資有価証券の取得による支出 △122,808 △53,561 

投資有価証券の売却による収入 149,262 7,182 

投資有価証券の償還による収入 － 100,000 

投資事業組合からの分配による収入 36,860 226,360 

有形固定資産の取得による支出 △34,300 △43,710 

有形固定資産の売却による収入 － 197 

無形固定資産の取得による支出 △383,631 △308,031 

貸付金の回収による収入 695 1,015 

その他 △900 60,000 

投資活動によるキャッシュ・フロー △354,821 △10,548 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 197,000 △36,000 

長期借入れによる収入 400,000 524,000 

長期借入金の返済による支出 △714,400 △632,621 

自己株式の売却による収入 － 133,058 

自己株式の取得による支出 △135 △461 

配当金の支払額 △60,057 △95,883 

非支配株主からの払込みによる収入 9,000 － 

その他 △8,571 △1,581 

財務活動によるキャッシュ・フロー △177,164 △109,489 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △90,631 △169,694 

現金及び現金同等物の期首残高 2,676,078 2,585,447 

現金及び現金同等物の期末残高 2,585,447 2,415,752 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１ 連結の範囲に関する事項

すべての子会社を連結しております。

連結子会社の数  10社

連結子会社の名称

株式会社エフ・エフ・ソル

株式会社イー・アイ・ソル

株式会社ｔｅｃｏ

株式会社インフィニットコンサルティング

株式会社ノイマン

株式会社インターディメンションズ

株式会社エクスモーション

株式会社コアネクスト

株式会社アスウェア

アセアン・ドライビングスクール・ネットワーク合同会社

２ 持分法の適用に関する事項 

持分法非適用関連会社の数  １社 

持分法非適用関連会社の名称 

ＶＮＪ Ｊｏｉｎｔ Ｓｔｏｃｋ Ｃｏｍｐａｎｙ 

持分法を適用していない関連会社は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等

からみて、持分法の対象から除いても連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性が

ないため持分法の適用範囲から除外しております。 

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項 

 連結子会社の決算日は11月30日であり、連結決算日と異なっていますが、同日現在の財務諸表を使用してお

ります。なお、連結決算日との間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

４ 会計方針に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

イ 有価証券

   満期保有目的の債券

    償却原価法（定額法）

その他有価証券

時価のあるもの

 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動

平均法により算定）

 なお、組込デリバティブを区分して測定することができない複合金融商品は、全体を時価評価し、

評価差額を営業外損益に計上しております。

時価のないもの

移動平均法による原価法

 なお、投資事業有限責任組合及びそれに類する組合への出資（金融商品取引法第２条第２項によ

り有価証券とみなされるもの）については、組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な

最近の決算書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方法によっております。

ロ たな卸資産

商品・仕掛品…個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法）

貯蔵品…移動平均法による原価法

ハ デリバティブ

時価法
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(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ 有形固定資産（リース資産を除く）

平成19年３月31日以前に取得したもの

旧定率法

平成19年４月１日以降に取得したもの

定率法

ただし、平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用してお

ります。

なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。 

ロ 無形固定資産（リース資産を除く） 

市場販売目的のソフトウェア

 見込販売数量に基づく償却額と見込有効期間（３年）の残存期間に基づく均等配分額のいずれか大き

い額を計上する方法

自社利用のソフトウェア

 社内における見込利用可能期間（５年）に基づく定額法

ハ  リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(3）重要な引当金の計上基準

イ 貸倒引当金

 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等の特定

の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

ロ 役員退職慰労引当金

 役員の退職慰労金の支払に充てるため、内規に基づく期末要支給相当額を計上しております。

(4）退職給付に係る会計処理の方法

① 退職給付見込額の期間帰属方法

 退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につい

ては、期間定額基準によっております。

② 数理計算上の差異の費用処理方法

 数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数（７年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しておりま

す。未認識数理計算上の差異については、税効果を調整の上、純資産の部におけるその他の包括利益累計

額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。

③ 小規模企業等における簡便法の採用

 一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要

支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(5）のれんの償却方法及び償却期間

 のれんについては、原則として発生日以降その効果が発現すると見積もられる期間（５年）で均等償却し

ております。

(6）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

 連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能な

預金からなっております。

(7）その他連結財務諸表作成のための重要な事項

 消費税等の会計処理

 消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。

 

- 17 -

㈱ソルクシーズ（4284）平成29年12月期決算短信



（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を

当連結会計年度から適用しております。 

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

 当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象事業の単位で

構成しております。

 当社グループは、「ソフトウェア開発事業」と「デジタルサイネージ事業」の２つを報告セグメン

トとしております。

 「ソフトウェア開発事業」は、ソフトウェアの開発及びそれに付随する情報機器販売、保守作業等

を行っております。

 「デジタルサイネージ事業」は、映像・音響、セキュリティ関連事業等を行っております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要

な事項」における記載と概ね同一であります。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

 前連結会計年度（自 平成28年１月１日 至 平成28年12月31日）

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１，３） 

連結財務諸

表計上額

（注２）  
ソフトウェア

開発事業 
デジタルサイ

ネージ事業 
計 

売上高          

外部顧客への売上高 12,964,081 324,349 13,288,430 － 13,288,430 

セグメント間の内部売上高又は振替高 3,704 － 3,704 △3,704 － 

計 12,967,785 324,349 13,292,135 △3,704 13,288,430 

セグメント利益 556,136 53,549 609,686 3,704 613,390 

セグメント資産 9,216,897 235,496 9,452,393 △37,864 9,414,529 

その他の項目          

減価償却費 246,963 6,729 253,692 － 253,692 

有形固定資産及び無形固定資産の

増加額 
452,690 2,054 454,744 － 454,744 

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去3,704千円であります。

   ２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益との調整を行っております。

   ３．セグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去△37,864千円であります。
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 当連結会計年度（自 平成29年１月１日 至 平成29年12月31日）

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１，３） 

連結財務諸

表計上額

（注２）  
ソフトウェア

開発事業 
デジタルサイ

ネージ事業 
計 

売上高          

外部顧客への売上高 13,693,668 307,788 14,001,456 － 14,001,456 

セグメント間の内部売上高又は振替高 2,129 381 2,511 △2,511 － 

計 13,695,797 308,170 14,003,968 △2,511 14,001,456 

セグメント利益 494,761 3,846 498,608 2,511 501,119 

セグメント資産 9,866,674 132,155 9,998,830 △13,874 9,984,955 

その他の項目          

減価償却費 307,259 5,079 312,338 － 312,338 

有形固定資産及び無形固定資産の

増加額 
309,510 914 310,425 － 310,425 

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去2,511千円であります。

   ２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益との調整を行っております。

   ３．セグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去△13,874千円であります。
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【関連情報】

前連結会計年度（自平成28年１月１日  至平成28年12月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産 

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

  外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省

略しております。

 

当連結会計年度（自平成29年１月１日  至平成29年12月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産 

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

  外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省

略しております。

 

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自平成28年１月１日  至平成28年12月31日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自平成29年１月１日  至平成29年12月31日）

 該当事項はありません。
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自平成28年１月１日  至平成28年12月31日）

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
全社・消去 合計 

  ソフトウェア開発事業 デジタルサイネージ事業 計 

当期償却額 33,000 － 33,000 － 33,000 

当期末残高 187,000 － 187,000 － 187,000 

 

当連結会計年度（自平成29年１月１日  至平成29年12月31日）

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
全社・消去 合計 

  ソフトウェア開発事業 デジタルサイネージ事業 計 

当期償却額 44,000 － 44,000 － 44,000 

当期末残高 143,000 － 143,000 － 143,000 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自平成28年１月１日  至平成28年12月31日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自平成29年１月１日  至平成29年12月31日）

 該当事項はありません。

 

 

（１株当たり情報）

 

 
前連結会計年度

（自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日）

 

 
当連結会計年度

（自 平成29年１月１日
至 平成29年12月31日）

 

１株当たり純資産額 342.97円 386.11円

１株当たり当期純利益金額 30.21円 33.77円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 29.96円 32.81円

 （注）１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであ

ります。

 

 
前連結会計年度

（自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日）

 

 
当連結会計年度

（自 平成29年１月１日
至 平成29年12月31日）

 

（1）１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 363,665 411,017

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

（千円）
363,665 411,017

期中平均株式数（株） 12,038,774 12,171,494

（2）潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益調整額（千円） － △4,871

普通株式増加数（株） 98,459 206,395

（うち新株予約権（株）） （98,459） （206,395）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要
－ －

 

 

- 21 -

㈱ソルクシーズ（4284）平成29年12月期決算短信



（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

５．その他

   （1）別途「平成29年12月期 決算短信 補足資料」を開示しております。

 

   （2）役員の異動

     開示内容が定まった時点で開示いたします。
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